
1 現場従事者の役割と実施事項 

2 廃棄物 

2-1 廃棄物処理法の概要

2-2 建設廃棄物の取扱い  1 関係者の役割と責務  2 建設廃棄物の種類  3 管理体制と処理計画

 4 自ら処理  5 委託処理  6 処理実績等の報告  7 罰則 

2-3 留意を要する廃棄物  1 石綿  2 伐採材・根株  3 建設汚泥  4 埋設廃棄物・廃棄物混じり土 

 5 その他の廃棄物（PCB 廃棄物、コンクリート、石膏ボード、蛍光灯、他） 

3 建設リサイクル法 

4 建設副産物のリサイクル 

4-1 資源有効利用促進法  4-2 建設副産物のリサイクルの促進  4-3 建設発生土

5 土壌汚染対策法 

5-1 法の概要  5-2 土壌汚染状況調査と区域の指定  5-3 汚染の除去等の措置

5-4 汚染土壌の搬出  5-5 法対象外の汚染された土壌の取扱い

6 その他関連法令 

5-1 フロン排出抑制法  6-2 騒音規制法、振動規制法  6-3 工事排水に関する規制

 

 

 

 

 Ｂ５判・定価１，９００円（税別）、 

編著／公益財団法人産業廃棄物処理事業振興財団  発行所／大成出版社 

送料 1部 310円、2～3部 370円、4～5 部 520 円、6部以上実費 

 

当財団で実施している産業廃棄物・汚染土壌排出管

理者講習会の講習テキストです。

土壌汚染対策法の改正内容が本年施行されること

を踏まえ、改訂３版を出版しました。

🔷🔷廃棄物処理法に定める建設廃棄物の取扱いについて

解説します。また、石綿、建設汚泥、伐採材、埋設

廃棄物、廃棄物混じり土、PCB廃棄物、石膏ボード、

コンクリート、蛍光管・水銀灯などの取扱いについ

て解説します。 

公共工事における建設副産物（建設廃棄物、建設発

生土）のリサイクル促進施策ついて解説します。

さらに、現場管理に必要な建設リサイクル法、土壌

汚染対策法および関係法令（フロン排出抑制法、騒

音振動規制法）、工事排水の管理についても解説しま

す。

近年発生したトラブル事例を紹介し、これ踏まえた

解説をします。

建設現場従事者のための 

産業廃棄物等取扱ルール【改訂３版】 

産業廃棄物・汚染土壌排出管理者講習テキスト 

（産業廃棄物コース、総合管理コース） 

令和元年１０月７日 発行 



建設現場従事者のための 

産業廃棄物等取扱ルール【改訂３版】 
Ｂ５判・定価１，９００円（税別）、 

送料 1部 310円、2～3部 370 円、4～5 部 520 円、6部以上実費 

【お申し込み先】 公益財団法人 産業廃棄物処理事業振興財団 担当：碧海(ｵｵﾐ)宛 

〒105-0001 東京都港区虎ノ門 1-1-18ヒューリック虎ノ門ビル 10階 

TEL:03-4355-0155  FAX:０３－４３５５－０１５６ 

 

① 以下にご記入後、ＦＡＸ（または郵送）して下さい。

② 申込受付書及び振込依頼書をＦＡＸ（または郵送）いたします。

③ ②が届きましたらご確認の上、指定口座に代金をお振り込み下さい。

尚、振込手数料はご負担いただきますようお願い致します。

④ 代金(送料含む)の振込が確認できましたら、商品をお届けさせていただきます。

（金融機関への振込依頼書・払込受領書をもって領収書に代えさせていただきます。） 

書籍名 建設現場従事者のための産業廃棄物等取扱ルール【改訂３版】 

冊 数 冊 

送付先ご住所 〒 

送付先団体・

会社名 

部 署 名 ご担当者名 

電話番号 ＦＡＸ番号 

＊ご記入いただいた個人情報は、当財団からの商品のお届け・ご案内の目的以外には使用いたしません 

  ☆Ｅ－ｍａｉｌでもお申込み頂けます。 

  上記の必要事項をご記入頂き 右記のアドレスまでメールをお送りください。⇒ seminar@sanpainet.or.jp 

※産業廃棄物・汚染土壌排出管理者講習会（産業廃棄物コース）および（総合管理コース）では、本書を

講習テキストして配布しております。

＜ＦＡＸ送付状＞ 

tel:03-4355-0155
mailto:seminar@sanpainet.or.jp

